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ず
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ら
れ
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、込ι

当

J

、

i
J勺
1

山よ

わ
け
山
田
の
法
規
桧
ピ
悶
ず
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反
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検
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検
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叶
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れ
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；
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反
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仙
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れ
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さ
れ
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は
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司
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－
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反
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仇
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反
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概
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什
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概
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司
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古
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伐
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、
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収
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右
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台
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収
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椿
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＼

＼
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付
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す
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反
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介
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れ
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［
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台
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古
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司
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れ
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、
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滋
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検
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叫
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、
づ
都
中
川
MMJ
な
〈
℃
も
取
引
は
有
効
と

（り場へ

Y
B阿
川
怖
に
中
仙
川
f
、
取
り
の
効
力
十
一
認
め
る
よ
石
川
に

b
民
解
で
き
る

J

あ
る
い
は
、
一
ヨ
）
が
有
効
伝
承
訟
一
り
な
い
場
合
の
存
査

へ日一

茶
常
を
い
ιめ
て
お
り
、
有
効
h
a
不
認
が
あ
れ
ば
管
室
幕
内
が
従
わ
る
と
制
附
す
る
余
地
も
あ
る
じ
こ
の
さ
「
に
、
久
市
F

んの
14ニ
門
は
明
快
な

も
の
と
は
い
え
ず
、

J

恥
認
が
あ
る
川
崎
ム
円
の
次
t
h
u
の
一
母
子
英
一
品
川
が
問
泡
と
な
る
つ

文
」
ワ

H
h

61) 

一
つ
け
）
で

治
則
一
時
却

世
小

v
d
D
効
果
を
め
く
る
判
例

そ
れ
セ
は
、
判
例
は
こ
の
間
践
を
に
の
よ
う
に
扱
っ
と
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ヰ
め
で
は
、
取
締
役
ひ
取
引
い
何
千
／
）
な
ハ
た
場
台
お

よ
び
収
引
！
和
子
心
人
民
引
の
は
仁
工
や
取
締
役
へ
は
ど
と
し
て
列
脅
か
一
白

L
て
い
た
場
介
を
中
心
に
、
本
訟
の
効
果
を
従
／

J

九
一
吋
例
を
品
開
封
す
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デ
ラ
フ
γ

↑
ア
川
川
口
外
の
川
川

ワ
ー
ノ
ア
え
し

1
1

一

－

ア
で
は
、
現
在
の
デ
ラ
ウ
ム
ア
の
足
立
と
同
一
較
で
あ
っ
た
か
つ
て
の
一
説
｛
止
に
従
っ
と

J、
l附

取
引
門
容
の
公
つ
引
さ
が
金
六
よ
き
れ
る
と
の
日
断
が
否
、
ト
ペ
、
一

JC
 

0
 

2
 

4
 

制
定
法
の
規
定
ー
ヶ
ー
に
つ
に
本
認
が
あ
っ
て
も
、
必
ず
L
も
取
引
刈
存
の
公
正
さ
の
宰
脊
か
が
除

8

一L

制
限
さ
れ
る
わ
け
で
は
以
い
と
し
た
世
間
が
川
さ
れ
て
い
ふ

ovmえ
ば
、
ァ
ィ
オ
ワ
で
は
、
字
一
ア
ウ
エ
ア
こ
日
憾
の
訓
刊
誌
也
一

村
山
い
反
収
引
に
明

γJる
規
定
に
刊
に
つ
九
J
4
単
一
北
が
あ
っ
て
も
取
引
の
公
疋
さ
は
苓
有
手
れ
る
と
し
て
、
取
締
役
に
公
止
さ
日
一
副
明
責
任
を
課
日

［
f

円
て
そ
の
よ
う
な
組
以
は
、
引
に
引
書
官
民
係
の
存
在
の
み
か
ら
、
札
ち
に
取
引
の
幼
力
を
主
疋
し
一
ぱ
レ
だ
日
で
為
る
と
し
叫
し
悼＼

 

似
ん
、
次
市
で
倹
一
店
ず
る
一
九
八
九
午
氏
U
後
の
泊
河
川
引
宇
全
会
怜
ム
い
に
お
げ
る
利
椛
州
市
反
取
引
に
保
す
る
規
む
を
採
川
市

fhr刊
で
は
、
川
町

ホ
ふ
ん
J

、
池
の
い
く
つ
か
の
州
下
も
、

後承
:loll が
メあ
it コ
の T
規も

に 豆
！立も
映；こ
さ 以
れつi
tご二c0) 

苛1
:IJ 
)jぃ
：空

'"' ι一、~ 
7,し

るr、
日
イ

、～

（主
主t
く

ム

C
ふ
れ
小
人
人
り
、

独
止
し
た
特
別
委
軒
、
会
主
設

E
Lて
交
捗
・
本
認
し
た
ぬ
ム
口
は
、
放
判
所
は
ん
A

什
資
比
の
以
昔
、
ま
た
は
詐
欺
に
当
る
日
ど
う
か
も
審
査

し
ん
仇
い
1
／
判
不

L
h」も

デ
一
ブ
ウ
エ
ア

マ
ラ
ワ
L
J
J

で
は
、
本
認
の
効
果
が
正
直
か
ら
問
題
と
は
っ
ー
に
市
中
れ
は
必
f
ず
し
も
多
く
な
い
ヤ
も
か
か
わ
、
り
ず
、

川
同
条
に
～
札
コ
た
承
認
と
そ
の
効
呆
が
一
市
わ
い
ら
れ
て
き
た
一
次
で
み
ゐ
よ
う
に
、
不
の
忠
世
ぺ
は

必
ず
、
〆
す
も
明
快
で
は
な
い
が
、
門
以
泣
は
前
川
川
誌
が
あ
れ
ば
日
Mm
，H
判
断
涼
則
j

之
、
世
応
ず
る
方
向
で
悶
士
L

り
コ
っ
ち
ゐ
！
と
考
人
ら
れ
る
戸

し
く
つ
之
、
の
裁
判
例
で
一
般
会
心
い
法

z日
也
〉

ι
h
L
N
Vミ
辺
h
k句
町

一

J

ノラ
J

ノ
ム
ア
に
は
、

4
1
法
裁
判
所
の
設
判
純
で
あ
る
が
、

が
あ
〉
た
っ
こ
の
事
件
で
は
、
会
社
の
凶
六
%
の
株
式
を
有
3
1
九
人
市
阿
人
の
取
締
役
さ
抗
す
る

比
又
ヘ
ム
ヘ
L
上
十
／
、

司
f
J
〈

阿
凶
条
が
制
定
さ
れ
る
信
f

引
の
収
引
が
問
題
、
｝

当
初

戸
｛
山
門
門
戸

C
4戸

一軒、
ζ

会
社
の
向
の
取
引
が
争
わ
れ
た

U

問
題
心
取
引

ω、

弘
円
I

有
一
q
J
Q
間
一
連
合
引
株
人
一
け
取
待
合
比
／
、
る
も
の
で

忘
J

ん
f
n

こ
の
取
引
は
一
昨
ヒ
応
へ
r

な
い
外
部
取
締
役
ら
が
法
案
・
交
が
し
、
彼
ら
刀
川
構
成
す
る
安
門
円
、
会
に
お
い
て
承
認
七
れ
J
J

。一宇

の
際
、
名
極
力
者
円
高
か
が
桜
川
さ
れ
ど
い
た
η

衡
平
法
裁
判
所
は
、

こ
の
よ
h

つ
に
仇

υ
L
、

、
J

、li
、

y

J

r
一

」

J

V

支
配
さ
れ
と
し
う
w

取
締
役
ら
が



判
断
、
ど
ん
の
で
あ
る
か
ら

状
ば
で
は
な
く
、
前
川
リ
判
断
原
則
が
、
叫
用
さ
れ
る
と

ほ
締
役
が

の
同
州
側
L
L
っ
た

し
か
3

〕
、
と
れ
が
そ
の
ま
ま
回
開
条
制
定
伶
も
ど
者
1

）
た
わ
け
で
は
な
か
っ

ミ
ミ
ミ
ミ
ど

232zv
て
は
、
大
折
、
い
で
あ
る
校
約
役
ζ

の
取
引
予
問
題
い
一
な
り
、
除
古
の
、
一
ト
張
し
た
株
土
に
よ
る
求
誌
は
ふ
効
、
二

ベ
刈
か
お
市
を
最
初
仁
扱
》
た
門
以
川
叶
裁
河
川
円
で
あ
る

認
め
ら
れ
ほ
か
つ
に
が
、
承
認
の
効
力
ピ
つ
い
て
斗
院
小
不
さ
れ
た
u
y
J

一
ご
で
は
、

同
条
の
承
認
を
肖
る
ベ
ね
unvV1

九寸ん円
i
i
tハ作休川川
V

一

卜よ主
4
1
f
、一

J
E
t－
t

利
作
十
ハ
日
係
を
有
し
て
い
る
こ
ζ

古
九
一
土
ち
に
品
川
力
吟
公
定
さ
れ
な
く
は
る

裁
吋

Jγ

一
川
心
経
K
M
h
v
昨
刊
除
さ
れ
る
こ
と
J

川
訓
刊
誌

一日一

村
山
い
反
収
引
に
潰
し
て
取
締
役
に
広
く
免
責
が
ソ
え
ら
れ
る
戸
一
と
も
な
い

2
し
た
c

い
く
つ
か
の
傍
論

、
｝
れ
も
そ
の
ま
宗
根
付

3
2
hミ
乃
内

、
前
印
沖
し
た
位
心
部
む
川
に
お
け
る
判
例
と
日
川
採
で
兵
三

く
わ
け
こ
も
、

明
一
小
川
川
に
分
、
児
も
ぎ
れ
ば
引
か
っ
す
よ

一ヘヘ
J
～l

h
r
I

、可寸ハ匁平、

ノ
ノ
ノ

A
1
1内

J

尚一

L
h
J
N
2
2
の
刊
一
4
1
r
同
校
に
、

利
ι
l

円州内
M
m
な
き
取
締
役
に

ιk 
会

不

'"' " '"" れ
::t 
q壬
引
停止
原
口i
，，片

山
ijJ 

6 
と
ノj「

必4

故
判
告j

L、

のザ
l

」？のス
V

そ
り
中
て
足
院
に
先
例
〉
し
て
日
山
市
六
、
れ
る
一
」
と
が
多
い
の
が
、
足
E
F
E
5
N一

で
あ
る
c

こ
、
り
事
件
で
は
、
会
引
に
討

以搾役0オミ＇］益不； IIメ114',1I 勺 o；承ぷ（

ー
る
貸
付
げ
の
効
力
’
m
h
Fわ
れ
た
ん
会
ト
ド
の
株
式
J
V
℃
「
殺
ず
つ
有
レ
、
我
締
役
心
ポ
ス
ト
も
二
つ
ず
つ
心
し
て
い
た
広
告
ら
2
総
書
ら

？っ対

yyμ
て
い
た
け
で
、
被
告
ら
は
、
会
し
か
ー
の
債
務
の
？
ぇ
払
い
と
資
リ
庄
の
輸
入
の
た
め
、
白
川
ー
に
汁
ト
ヲ
る

μ
ハ
リ
一
バ
ド
ル
心
融
人
H
H

を

u

ら
が
保
有
す
る
U
J
P
L
に
行
わ
在
、
自
ら
は
；
数
料
な
得
た
卜
で
こ
の
純
資
一
吉
保
一
ド
ノ
た
）
中
ソ
ド
ロ
ク
の
た
め
、
木
件
級
官
一
に
つ
い

亡
は
、
民
約
役
人
立
さ
も
狭
い
か
J
M

公
判
、
ー
も
ボ
斗
い
え
位
い
い
て
い
冷
か

3

たの

回
凶
条
に
山
に
の

J

れ
た
忌
認
を
旧
作
る
こ
と
が
利
パ
相
反
取
引
の
M
M
ぃ
心
主
総
人
片
」
；
る
州

円
以
高
裁
川
叫
所
は

の
f
－dで
は
な
い

rl
）

｝

f
と
、
取
引
は
公
－
止
で
あ
る
こ
7

そ
し
て
、
傍
論
で
、
完
h

な
情
叫
州
川
市
不
が
な
占
パ
ハ
れ
、
門
川
条
の
r

で
川
刊
ず
川
間
一
係
な
き
取
締
役
ま

日
航
バ
リ
リ
断
原
則
が
泊
用
さ
れ
、
取
引
を
争
う
仰
が
雨
時
五
止
を
会
い
、
救
リ
リ
汚
は

（山一

恥
引
が
会
付
託
悼
の
附
阿
川
ナ
ま
た
は
浪
費
仁
ψ
1
る
か
の
み
ん
乞
審
合
す
る
と
の
リ
一
場
V
ボ
し
ん
一
（

に
は
持
古
川
バ
係
な
き
株
主
に
よ
り
承
認
汽
れ
孔
ば
、
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十
引
に
、
円
、
w
T
d
九日、川一

ば
、
株
式
会
れ
に
つ
い
亡
の
有
家
で
も

阿
川
《
ん
い
と
川
地
以
り
さ
れ
る
早
々
ゑ
で
J
U
な
か
っ
た
カ

」一J
E川

ydj

伝
h

一九州りー、

汁
条
に

Ftリ、
利
害
関
係
の
白
い
吹
授
は
の
委
員
会
の
承
認
が
あ
れ
以
絞
営
判
断
原
則
を
庖
い
い
…
1
1
9
〈
小
川
叫
が
あ
る
と

L
た

J

そ
こ
と
は
、
一
一C
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ωm 
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FU 

J、
l附

「
利
以
栴
反
取
引
の
川
別
々
。
－
Y
維
芥
」
ヲ
る
た
め
の
鍵
は
何
ら
か
の

T，w
的
な
誌
思
決
定
機
問
の
承
認
で
あ
り
、

同
条
の
下
で
は
、

f
M
と
並
ん
で
、
独
立

L
～
取
締
役
け
仁
会
員
会
ま
～
は
妹
、
ー
が
承
一
泌
す
れ
ば
、
妹
、
一
丁
が
争
う
こ
と
は
で
、
F
な
い
ζ

二
年
仲
間
心
〔
》
弘
、
白
門

J

。
で
計
三
二
ミ

E
R
T
F
で
は
、

XF」、つげ
ι

目、

四
四
条
は
一
一
コ
心
実
抗
肢
を
通
じ
て
取
締
役
引
取
引
は
列
J

告

出
高
｝
崎
市
を
有
す
7

匂
と
い

そ
の
誠
一
札
が
会
式
き
れ
な
円
、
れ
ば
剥
係
桓
足
取
引

t
～ハゆっ

の
取
引
に
経
常
判
断
原

ト

H
H
5
2
5さ
の
山
場
を
司
ウ
ザ
ボ
的
に
支
什
し
て
、

同
条
に
お
日
JGY
一t
～
な
消
印
舵
一
が
ん
と
交

引
の
深
訟
を
も
た
ら
す
と

L

し
て
、

日
川
た
利
ι
l

円
以
係
な
き
取
締
役

、
税
、
Jh
判
封
原
則
が
浪
用
さ
れ
る
と

は
利
害
関
係
た
き
件
、
l

一
品

J

、

t
j
 

経
営
新
断

mw引
を
必
吊
す
る
と
の
ぷ
判
例
と
、

支
田
川
株
＋
f

相
反
す
る
夜
平
涼
裁
判
所
の
判
一
市

と
の
収
引
で
は
な
く
て
も
公
さ
の
一
一

ι山
2
H
r
rが
応
け
は
じ
に
移
私
す
る
だ
け
だ
と
す
る
放
河
川
川
の
同
点
が
登
場
L
2
0
さ
ら
」
、

街
中
」
仏
政
判
所
の
段
併
で
し
は
、

t
j
、：

し心当
M
t
d

ー
の
｝
て
も
凶
ち
に
経
怜
判
断
一
以
則
げ
か
し
い
市
さ
れ
る
わ
日
で
は
な
い
1
／
す
る
州
mL仰
げ
な
政
判
例
も
あ
り
、
後
雑
な
様
相
ー
と
呈
し
て
い
る

U

ま
ず
、

一
夜
怖
伐
の
会
社
い
汁
す
る
融
資
な
ど
が
？
ト
μ

れ
た
事
業
で
は
、

引
雪
悶
係
な
き
以
締
役
に
よ
る
忌
認
は
あ
コ
た
が
、
ネ
れ
に

一
八
一
り
が
し
ろ
円
内
判
村
川
川
原
則
が
過
し
言
、
れ
る

t
の
議
論
を
明
ハ
的
に
yh
門
父
、
ー

さ
れ
る
だ
け
て
あ
る
／
）
の
判
不
が
な
さ
れ
た
」

尚
に
玖
d
i
k
g
不
公
正
と
あ
っ
た
こ
と
の

ι問
責
円
が
法
的
に
認

し
か
ー
ヘ

午
後
に
河
じ
当
事
苗
に
L

百
勺

d

や
れ
ん
J

手
f
で
は
、

千手

叩
間
資
の
効
力
は
再
考
L
な
い
と
し
つ
つ
、
前
泊
の
判
断
を
不
し
ん

が
、
ぞ
れ
が
一
撒

urJる
も
の
と
考
え
ら
れ
る
い
凡
射
を
不

L
た
。
ネ
一
こ
で
は
、
判
ハ
半
ハ
成
係
の
あ
る
ほ
約
役
か
承
認
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配
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な
く
、
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に
、
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配
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↓
丁
乙
の
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引
C
な
け
れ
ば
、

p

水
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づ

ノJ

；
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1ザ
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傍
論
で
は
占
め
る
が
、
取
引
誌
が
あ
っ
て
も
経
常
判
断
原
則
が
適
応
さ
れ
な
い
か
の

1
3人
ぬ
け
ぷ
が
な
さ

L
L
L

一
t

r
ノ
ー
ノ
ノ
介
i
y
l
v

h

一
の
事
案
と
は
、
会
叶
〈
人
心
的
引
締
役
と
の
取
引
に
お
い
て
、
会
社
側
を
代
表
L
て
い
た
別
の
成
約
役
へ
心
一
が
取
引
に
高

ず
る
利
A
l

円
山
山
一
係
を
隠
し
続
け
亡
利
心
を
あ
U
H

て
い
た
た
め
、

後
ピ
会
什
が
戸

γれ
ヘ
ノ

人
の
紅
締
役
を
忠
実
義
r
M
M
定
反
で
訴
え
た
、

心
が
ば
ら
の
川
害
を
明
ぶ
し
ζ

い
な
か
ゥ
ア
～
め
一

品
川
粂
の
本
認
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
～
ー
が
、

伝、
←ず

承
認
が
あ
っ
た
ぬ
合
C
J
U

し
も
経
常
判
断
原
則
の
安
告
が
行
わ
れ
る
と
い
う
（
不
泌
が
な
か
っ
止
場
ハ
じ
こ
〕
以
対
の
効
果
が
生
じ
る
わ
け
で
は
日
」
く
、
判
ι
古川崎！

係
の
み
に
よ
れ
り
取
引
の
効
力
か
γ

小
て
止
さ
ー
れ
な
く
な
る
に
け
で
あ
る
と
し

そ
し
て
、
恥
引
の
公
立
さ
｝
ゲ
審
査
［
、

G
の
引
ぷ
門
心
不
問

不
セ
童
相
し
ご
取
引
泣
程
も
取
引
J

門
店
一
も
不
公
正
だ
と
し
て
、
J

時
の
取
締
役
ら

一M

h
E
F
F辺
氏
、
久
叫
ご

tce
～どへ町一

K
E
N
T
E
r
pへ
で
は
、
取
締
役
が
利
害
三
有
す
る
他
の
会
社
（
取
締
役
か
つ
ト
入
社
料
4

下
で

守2
ひ

"" J、ー、

μ 

ょっ
J 》

と
の
取
引
が
明
援
と
た
り
、

そ
の
巾
で
ふ
認
む
山
川
県
に
つ
い
て
微
日
時
な
新
断
が
不
さ
れ
た

そ
こ
と
は
、
ま
す
、
被
告
り
が

問
問
条
を
満
に
f
ν

、
い
る
場
仏
門
は
山
刊
益
相
庁
、
取
引
で
あ
る
こ
と
の
み
か
、
り
効
々
が
否
定
さ
れ
た
く

以搾役0オミ＇］益不； IIメ114',1I 勺 o；承ぷ（

九
取
？
？
が
が
公
立

f
fめっ
L
T
I

、｝との一此例ドロ日日いいけ
h
ず
み
さ
れ
る
と
い
な
が
ら
も
、

同
条
（
包

ー
の
山
女
件

JE凋
に
せ
ば

と主
り

取
締
役
の
利
主
↓
が
「
河
川
μ7J司
判
断
原
則
の
茶
，
心
を
損
な
、
わ
な
く
な
る
」
と

い
て
、
承
認
、
「
人
件
攻
怖
役
が
利
弔
問
係
J

ど
も
さ
ず

ιお
と
ひ
情
紋
闘
ハ
？
の
有
無
に
つ
い
て
詳
細
C
J
枚
辻
、
よ
一
上
で
、

一
、
？
一
：
、

（

1

、h

J
古川

同
条
（

a）

が
迫
［
目
さ
れ
る
と

さ
ら
に
、
右
幼
な
手
認
の
効
果
に
つ
い
て
、
公
止
さ
の
審
託
が
排
除
3
れ
る
乙
の
原
山
の
張
を
「
必
ず
し
も
正
、

J

く
な
い

r却

可
条
を
治
九
一
L
た
り
｝
け
て

P

吊
に
経
常
日
断
問
印
刷
が
週
一
り
さ
れ
る
わ
け
ず
は
な
い
と

九
J
J
て
、
承
認
が
あ
っ
て

4
取

約
一
役
心
利
害
問
川
係
以
外
の
球
出
か
う
公
正
さ
が
手
査
さ
れ
う
る
／
一
し
て
、
原
告
の
池
の
r
工
艇
を
検
討
し
γ
が
、
鮮
日
吋
断
川
小
山
川
を
泊
用

店一

L
、
原
寄
り
ん
＋
て
り
一

τ張
を
却
け
丈
。

同町

sh言
語
最
高
裁
判
決

尽
さ
ど
若
手
件
の
門
収
高
裁
問
決
て
は
、
川
口
丙
関
係
な
さ
取
締
役
に
よ
る
ふ
北

ι
切
果
を
以
品
裁
判
所
が

（阪人比羊 "' 1 "' " c2川7s l 



r児

正
一
叫
か
っ
扱
い
、

広一万同日
d

あ
れ
ば
川
戸
川
岳
判
断
原
則
が
通
用
さ
れ
る
と

こ
の
い
お
一
件
さ
は
、
会
社

（U
D

一
一
が
資
金
利
達
の
介
め
に

, 

＆？ 

取
桁
伐
の
人
が
引
刊
行
人
口
γ
右
い
す
る
九
百
社

へ
の
松
式
の
刊
誌
行
の
M
M
ぃ
心
が
弔
h
u

れ
打
。

E
F
仁川
U

J、
l附

B
什
は
、
老
朽
化
し
つ
つ
あ
る
武
備
の
改
修
や
斜
視
筏
聞
の
た
め
に
資
会
議
注
を
必
女
王
し
て
い
た
が
、
取
引
の
あ
っ

か
ら
設
予
ゴ
ハ
れ
た
臥
資
条
件
C
は
、
、
必
民
は
い
日
H
’ょや九よ

な
引
っ
た

U

そ
こ
で

投
資
銀
行
に
ア
ド
パ
イ
ス
」
／
｝
求
や
／

L

ク
f
一T
q
e
y
r
イ
ト
ノ
ン
ス
に
よ
る
一
吉
岡
達
を
検
討
L
た
u

そ
？
っ
ち
に
、

m引い閉山
M

A
は
ム
ー
ら
が
一

C
%
の
株
式
全
有
し
、
取
締
役
J
V

る
目
下
仁
社
が
宮
内
心
ケ
一
抱
唱
こ
し
る
こ
と
を
B
社
の
た
め
に
交
～
伊
に
当
っ
て
レ
た
投
資
銀
行
の
相
当
将
に

μ、
正
、
条
件
の
協
議
テ
↓

慌
松
ん
し
た
し
片
端
本
的
以
条
件
に
つ
い

残
わ
の
取
締
佼
八
人
に
も
伯
仲
以
ま
た
は
杭
接
に
日
F
じ
札
口
取
引
！

f
Fで

め
る
こ
と
が
f

川
ら
さ
れ
に
で
取
締
役
会
が
阿
倍
ぎ
れ
た

d

そ
こ
で
は
、

A
m
B
F
C祉
の
た
め
に
ブ
レ
平
一
三
ア
l
シ
リ
コ
ン
乞
わ
い
、

ー
ら
の
川
坊
を
ナ
で
2

1

＼
役
、
審
議
が
↑
れ
わ
れ

フ
ェ
ア
不
A

－
オ
ピ
ニ
オ
ン
の
取
得
（
後
に
7d
－5
れ
て
い
る
）
を
条
件
に
取
引
合
＃
認
し
ん
ー

そ
の
後
、
他
か
り
の
十
ブ
r

ー
が
め
っ
た
た
め
一
、
利
金
γ

悶
係
の
な
い
取
締
役
一
人
に
J
る

mv委
員
会
と
投
資
銀
行
（
り
担
勺
者
が
（
て
れ

り
ー
ピ
活
本
れ
し
、

い
ず
れ
も
B
F
亡
F
J
C
浪
引
に
劣
る
と
し
て
採
市
し
な
か
っ

f

取
締
役
会
は
、

最
初
に
承
認
し
た
後
三
二

ま
に
、

反
い
わ
た
っ
て

4n攻
引
を
不
認
、
げ
て
い
る
「

：
l
こ
す
〆
亡
、

：
才
J

：
メ
市
一

不
件
以
J
Lが
不
公
半
人
々
利
話
相
反
試
日
J

で
あ
れ
、

一夜

Jι
に
際
、
）
仁
被
μ
円
取
締

B
－
と
の
曲
四
A
、五九日
i

「口
υ
1
J
r
A

人

f

ムF

ベ一一’、

l
｛
Y

A

－、

1

役
、
行
子
忠
実
義
訟
に
反
t
L
7」
L

ぷ
弘
、
二
ひ
ら
校
、
て
本
行
取
引
の
奴
泊
L
Pま
行
は
そ
れ
に
代
わ
る
い
い
告
貼
償
）

平
一
フ
ウ
一
ア
州
以
門
同
裁
は
、

ckh、お
ロ
也
、
r
J
H
2
3
2
5
を
あ
げ
つ
つ
、

が
泡
刑
さ
れ
る
ャ

J
h仁
川
一
小
し

一
一
凶
凶
条
戸
丸
）

ヘ
1
）
の
忌
認
が
山
や
れ
ば
松
山
一
判
断
悦
則

、
て
、
卜
記
の
よ
う
店
主
実
の

τ
で
は
、
同
条

rJも
／
一
つ
い
て
、
一
約
慌
時
不
正
ぜ
受
け
た
刊
ι
古川崎！

そ
の
i
で
原
告
の
他
力
主
張
も
八
十
て
坤
げ
、
倹
1
法
裁
1J一
川
の
斗
品
川
」
U
Y

支
持
し
～
～

U

係
の
は
い
取
締
役
に
ふ
る
承
認
小
あ
f

二
人
と

＇；；」人法学 l河口棋）別［2iil'i.弓、



川
尚
凶
日
却

の
安
件

高
時
却
と
述
べ
た
効
果
を
b
u
す
る
承
認
と
認
め
つ
れ
る
に
は
、
承
認
は
、
情
報
調
ボ
を
一
党
け
た
、
引
刊
パ
内
関
係
わ
な
い
校
給
役
の
過
半
数

一訂一

に
よ
る
ふ
の
で
な
け
れ
ば
ヨ
ら
勾
い
〉
ご
こ
で
は
、
ふ
訟
の
ナ
F
幼
件
に
関
し
て
い
r

の
よ
う
な
要
素
が
間
持
こ
な
る
の
か
を
机
純
一
コ
ノ
る
」

山
山

承
認
す
る
取
品
川
役
は
へ
孟
銭
的
な
列
古
叶

4

パ
係
を
有
！
ば
て
い
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
仙
mtυ
）
て
ρ
な
け
れ
ば
な
ら
は
い
と
、
？
れ
て
い
る

U

引

二
、
三
」
い
う
「
独
す
こ
は
、
開
店
法
こ
以
っ
て
い
る
長
体
的
江
市
帝
京
に
お
日
る
独

ν
性
で
お
る
。
「
は
わ
ち
、
問
題
の
成
引
の
承
認
が
、

住
の
宇
清
で
は
な
く
会
社
の
利
掃
を
考
ゐ
々
し
て
な
さ
れ

rLし
の
意
味
に
お
い
と
独
立
し
た
収
締
役
に
よ
る
経
常
？
一
一
の
判
断
で
ム
わ
っ
た
の

か
が
内
向
と
な
る
。
中
で
も
、

に
当
つ
ど
取
締
役
が
取
引
に
机
丙
を
布
。

J

る
取
締
役
に

＋
ぇ
昨
山
さ
い
れ
戸
、
一

い
7
G
4勿

合
に
は
独
！
リ
性
が
ど
同
定
さ
れ
、

れ
mr
独
立
件
に
院
す
る
賢
主
と
し
て
吊
裟
1c

H
ぺ
休
」
幻
に
は
、
殺
密
な
個
人
的
八
割
引
扶

mv
同

吋

h
J
r
通
じ
J
I
え
配
さ
れ
r

い
る
場
合
平
、
会
佐
官
交
問
促
し
て
い
る
者
L

取
締
役
が
ー
抱
え
込
ま
わ
て
い
る

し
げ
一

出
日
戸
認
定
宍
、
れ
る

J

（

r
q
F
c
一ユ内ロ）ド勿へ」円に王
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そ
こ

f
、
利
害
関
係
を
ム
ー
す
る
取
併
役
の
地
位
を
は
〕
め
と
す
る
影
響
力
、

に
取
締
役
が
が
済
的
に
ど
の
程
度
ユ
の
会
忙
に

依
右
μ

て
レ
る
の
か

の
知
人
々
J
）
、
円
以
締
役
会
に
お
け
匂
一
一
到
な
と

も
っ
と
も
、
尚
に
利
蕊
相
U

は
ほ
締
役
に

入
っ
て
攻
締
役
の
rふ
補
に
何
八
J

さ
れ
た
こ
J

の
み
で
支
配
げ
上
認
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
し

ま
た
、

単
に
友
人
関
係
や
ム

Fi外
に
如
け
る

事
業
l
川J

川
同
一
一
ド
あ
っ
ぺ
、
k
ζ

の
み
で
独
J
Y

件
が
人
行

ι
さ
れ
る
ね
け
で
4
m
w
v

く
f
旬、レ
J

f

仰

の
守
門
家
の
れ
ハ
リ
尽
な
ど
、

JLZ認
取
引
の
承
認
が
山
一
切
な
情
報
校
集
の
卜
で
な
さ
れ
た
か
も
審
査
さ
れ
る
。

同
計
五
時
山
川

主
f
t

川一A
T
J
L
ノhn
入
社
し
た
よ
う
に
、
テ
ラ
ウ
L

ア
川
の
判
例
は
、

と
の
紅
皮
ハ
ザ
内
川
県
を
与
え
る
お
を
め
く
っ
と
多
少
な
り
と
も
揺
れ

（阪人比羊 C7 l削 l部 c2川7s l 



r児

動
い
て
缶
、
介

v

と
は
い
え
、
よ
配
株
了
と
の
一
取
引
を
別
と
オ
れ
ば
、

4－
ト
ヘ
的
に
は
、
利
引
関
係
な
さ
攻
締
役
に
よ
る
承
認
が
あ
る
利
益

J、
l附

相
反
収
引
は
紅
社
判
断
原
則
に
。
っ
て
否
資
さ
れ
、
紋
引
の
仙
泊
料
】
や
条
件
け
の
公
け
さ
は
ほ
と
ん
ど
番
一
一
作
手
れ
な
い
何
t

川
に
あ
る
こ
い
、
ス

一回

る
だ
う
え
こ
の
方
向
性
は
守
主
主
ぎ
の
最
品
ー
は
川
決
に
よ
り
凶
ま
っ
た
；
、
考
手
ハ

J

れ
る

械
か
に
、
と
よ
最
近
で
も
、
承
認
が
あ
二
｛

r～
ー
必
ず
し
も
経
宮
川
叶
断
原
則
か
迫
則
さ
れ
る
わ
け
て
は
な
い
ー
な
ど
と
ず
る
裁
判
例

ボ

こ
れ
山
も
一

L
U
U
整
合
り
は
い
に
立
解
で
き
る
だ
ろ
う

U

問
え
ば
、

z恥
布
及
川
一
人
民
ζ

宍
な
る
よ
う
に
み
え
る

pi

h
J
N
Y旬以
m
I
U

一l
J
司
令
、
J、

7
2
I
t

－
－
i

d

 

さ
ど
ま
〈
U

品開
V

斗
法
裁
判
所
心
川
今
小
は
、
取
締
役
む
巾
1
該
取
引
に
か
か
る
引
が
梓
足
以
外
の
対
山
間
が

μと
す
る
場
合
に
は
依
然
と
し
て

公
正
さ
の
容
作
が
行
い
い
れ
う
る
政
府
で
為
旬
、
出
川
廷
判
ピ
ご
む
札
読
本
一
一
た
げ
で
あ
れ
ば
不
誌
に
よ
り
粁
常
判
断
原
則
が
透
川
さ
、
れ
る
も

の
と
理
解
す
守
、
と
が
で
き
ょ
う
わ

か
つ
て
v
l凶
器
開
持
に
協
し
こ
ん
r
川
吉
変
、

rJよ
う
に
、

L
5心
者
査
を
行
う
余
地
J

ど
残
L
て
い
る
可
能
性
も
完
全
に
百
だ
い
ヲ
る
、
一
と
は
で
き
な
い

求
誌
が
め
っ
て
も
公

出
羽
ハ

LV」
i
i
w
u

、

＊ 

ヘlJ
円相のリ
1
4
部中二一心一八

J

七
斗

トl
－
O

小出ト人リ
f
列
店
研
究
会
に
ひ
い
て
端
正
口
し
た
際
に
、
九
J
U抗、
f
劫
数
授
、
川
川
崎
円
安
技
授
、
森

ii

千台川敦

授
を
は
t
め
こ
ト
J
h
wパ十
uパ

1
万
七
日
円
一
多
く
の
一
一
款
が
主
山
町
わ
り
さ
し
ず
い
以
く
御
い
れ
リ
1
一一げ古川一
J
）
主
計
州
、
「
敦
ー
小
を
十
八
J

～
山
小
ん
せ
て
い
な

ハ
ル
を
は
じ
め
崎
、
き
れ
た
間
短
は
叫
討
円
台
め
に
帰
ず
べ
き
も
の
で
す

h

（－一

C
2
2
ヨ
Z
C
2
M
m
h昨
司
法
2
r
M
R
F
q
r
L
P
Fり
ト
ょ
と
～

vミ
J一
言
5
5
5
2
4
ミ
〉
E
J
コヨ〈コ
A
f
z
z
f
T
当
日
2

Z

A

L

4
お己吋

A

司
シ
パ
「

日JF
ヲ｛一二
2－
d
f
f
云
三
己
主
ア
】
つ
小
VJ

口
三
見
守
4
E
F
ニ
ハ
穴
吋
ヒ
7
5
2
ご
と
一
日
｛
｝
。
と
こ
だ
L
、
ム
ー
一
心
口
付
は
各
内
ご
亡
U
典
之
一
る
FPJhh
乞
三

【

2
2』
ザ

J
三一こ】乍♂、『示、ヘトヘムロ｝へこ～ム〔

d

令、芝、へ
hミザ一「）と
3
ごミ

J
A
2
q
h
y点、ぐご恥九戸《

d

ごミ～丸、ヘどにご行、与とヘケょく
J
m
v
r
r
｛
公
一
（
〈
一
日
（
（
4
N

勺
｝
」

JmwU1
一

－
d

戸時凶凶（凶（）｛）
F

））

2 

k
F
つ
内
川
崎
了
削

4
2
2加
わ
同
2
L
M
F
川

n
h
b
U
6
5
ォ
ア
2
t
e

ヌ

ム
ポ
取
締
役
ヘ
託
手
雲
行
川
で
は
、
株
主
部
会
の
承
認
が
ま
ぶ
ミ
れ
る

一
会
吐
三
五
！
ハ
朱
一
羽
）
九
J

、
十
下
請
ご
は
さ
？
）
中
小
L

～
2
1
取
締
役
会
ι
N

＇；；」人法学 l河口ヲ（！）加［2iil'i.弓、
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百ヘ
A

引
を
A
R
京
に
回
一
く
つ
な
お
か
h

L

の
有
m叫
ん
試
任
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司
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締
役
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右
目
会
計
J
己
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損
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台
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仕
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仲
叶
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仏
＼
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仁
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事
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凹
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ハ
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／
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き
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佐
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判
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伐
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茶
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♂
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台
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司
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叫
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－
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古
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佐
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什
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反
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。
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又
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r

、
一
号
一
一
一
九
、
一
八
一

J

一
九
一
（
一
心
立
、

tyMmp

ぺ
日
一
ら
ん
た
し
、
白
パ
］
わ
ず
め
P

三
百
社
、
／
取
引
L
た
市
市
川
何
役
出
品
司
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［
｜
、
に
務
憾
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介
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取
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古
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♂
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／
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；
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仁
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仁
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損
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れ
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取
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｜
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」
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叫
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－
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摂
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光
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収
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仲
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荷
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又
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概
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滋
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右
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仁
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光
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華
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叶
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仁
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司
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収
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刈
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取
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ど
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／
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延
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